京都南部地区
	５） 東ブロック


＜「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の改善に向けて＞

東ブロックの在り方や問題点などについて、2005年第2回ブロック会議（3月21日）と臨時ブロック

会議(10月8日) で、会議参加者による分かち合いを行った。

｢東ブロック規約」の再検討については、現在、昨年作成した「東ブロック規約」に基づいてブロック

会議を運営している最中であり、下記に列記する実際の運営上で生ずる不都合や矛盾点をブロック

会議・小教区ブロック担当者会議・ブロック司祭団会議において検討・分析を行っている段階であり、

規約改正には至っていない。

(1) ブロック会議への各小教区からの参加者の資格；東ブロック運営規約で定められているが、

小教区評議会規約ができていない、あるいは暫定案で運営されている現在では、いまだに曖昧で

ある。今後は、小教区評議会規約の中にブロック会議参加者について明記すべきであるので、この

点を考慮した規約作りが必要である。

(2) 司祭団と信徒の連携；ブロック司祭団会議に小教区ブロック担当者およびブロック事務局が参加

するようになった。まだ十分とは言えない。

(3) 小教区とブロックとの繋がり；今なお不十分である。ブロックの宣教計画をはじめ、各種行事の

意向などが信徒ひとりひとりへ浸透しているとは言い難い。ブロック会議で協議された内容を信徒

へ伝えるのは、ブロック会議に参加した者の務めであるという自覚と実践が欠けている。そのため

には、ブロック会議に参加する者の動機・意識が重視され、それぞれの参加者には自分が信徒の

代表であるというより高い自覚が必要になる。この意識を高めるためにも、ブロック会議でのより

(4) 多くの分かち合いの機会が必要である。

(5) ブロック会議の在り方；今後とも問題となるであろう点は、ブロック会議が単なる行事ごなしに

なっていないか、形骸化してゆく危険性を孕んでいないかということである。また、ブロック自体

が内々の組織になっていないか、つまり視点がブロック内の小教区や信徒だけに向いてしまう

嫌いがあることを戒めねばならない。ブロック本来の使命を意識すべきであり、ひいては信徒

ひとりひとりに与えられている社会に福音宣教する教会として外に向かう視点を常に持つべきと

いうことを忘れてはならない。

(6) 議案作成：ブロック会議が円滑に行われるために、小教区ブロック担当者4名およびブロック

事務局による会議を招集し、事前に報告事項や議案について検討している。この段階で、ブロック

宣教計画に沿った一貫したものになっているとは言い難く、その結果、毎回のブロック会議での

検討内容がその場限りのものに陥っている。小教区ブロック担当者会議の在り方の改善が必要で

ある。

(7) 議事録；ブロック会議の書記をブロック事務局が行っている。作成した議事録案は事務局から

各参加者のうちEメールで連絡可能な者に送付され、訂正箇所などの校正を依頼する。返信された

これらの意見を集約して、事務局で議事録の最終的なものを作成している。
議事録は、Eメールあるいは郵送によって各参加者に配布されている。
　なお、上記の内容は、11月3日の小教区ブロック担当者会議、同12日の東ブロック会議、同17日の

ブロック担当司祭団会議で検討、承認された。
